
　1979年に創業した桐生プロパンガス株式会社は、地域密着企業として顧
客からの「お困りごと」への迅速対応をモットーにしている。緊急対応の連絡
はコールセンターではなくダイレクトに担当部署につながるため、都市ガス
事業と共に専門の保安部隊が24時間365日、顧客の安心と安全を見守って
いる。

桐生プロパンガス株式会社

　すべての検針を自社で行っていたが、定年などによる人員減少に加え、営
業・保安等の業務が重なることで検針業務がひっ迫。業務改善が急務だった
ところにメーカーからLPWAの話を聞き申請を実施した。導入後は検針業務
にかかる時間が減ったことで、顧客との間で営業など幅広い話ができる余裕
ができ、他の業務に集中して取り組めるようになったという。ガス停止からの
復帰方法がわからないという連絡には現地に行かずとも遠隔操作で復帰作
業を行えるほか、料金滞納の場合などは即座にガスを停止し、入金確認次第
使用できるよう操作でき
る。今までは、現地に赴く
ことで1日かかっていた業
務が遠隔操作により、大
幅な時短につながった。
　複数のメーカーの中か
ら今回採用した決め手
は、メーカー担当者の先
手先手の営業。「何度も来
社していただき、申請作業
の際も何十回も電話した
にも関わらず、丁寧に対
応してくれました。取り付

検針業務の減少が心の余裕につながる
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けが決まった後からくるメーカーさんもいらっしゃいましたが、それでは遅い
ですよね」と大澤康彦係長。今後は全件への取り付けを目指しているという。



　登記簿や書類の準備などの申請作業が想
定よりも時間がかかったため「もう少し早めに
動くべきだった」と事前の準備不足を反省。ま
た、社会情勢に合わせた余裕あるスケジュー
ルを組んでおらず、半導体不足による本体の
納期遅れの際は工期への不安が募ったとい
う。今後申請する事業者へのアドバイスとし
て、書類などできるところから先に準備してお
くことや、機器設定の順序を事前に決めておく
ことを挙げた。
　導入後には社員への勉強会を実施したほ
か、緊急事態が発生した際にはだれもがシス
テムを操作できるよう作業マニュアルを作成。
マニュアルは図解により復帰作業などが分か
りやすく記されており、新しいスタッフへの伝
授も容易なツールになっている。
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　「現在は検針結果をハガキで送付しているため、ペーパーレス化が課題。今
後はシステムを連携させて使用料の請求をしていきたいです。それ以外にも
郵送物を減らし、いずれはすべての通知をWEBで行うなどIT化を促進した
い」と総務部の須田拓也さん。営業面だけでなく環境対応や経費削減などを
考慮しながら、次のステップヘ進めていく。

誰もが操作できるように作業マニュアルを作成

今後の展望

操作マニュアル
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